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無瓦 斯 段 発電 気雷 管 に 裁 て

咋i和 25や llJJ3ZEi交 尽)

坂 巻 喬 ･三 井 志 郎

(日本化繋托式全社)

Zl一緒 甘

段苑式芯>im幣は帆Ⅰ倣Llrに放てIi汀以て定めらJLた

fm稀で一度lこ多汝の舛ya々 地を行うに必KLたLRぬ作紫

に放て近時pはじて讃ミたものであろ が.之を川いる咋

丁牒 上非常lこ利益が多く,その一二の例を蒔け11LIf,

(1) 一助 こIL1か .ら維塩を舛狩川讃ミるので朝敵時

ru抄:筋を■)されて渇弛む腔が･Kろしく村加fu来る.

(2) -!2句に脚 を行う牡合は,脚 Fが榊か)lrul

に作男!し防ちであるので措鑑)【他の叩故に泊り易い月J;

況であるが,n発芯苛の地目に上ってLtq)災LBを除き

手許ろ｡

2:等の長所があるために4t讃)七枚確i町野をr･研究し,

その使用は各々盛んlこなろ状況である｡歌か国に於て

投近迄佐川されている戊党首腎は.花泉符野内に畑

な長さの較鮒 火投を紬 し艶色火張の各班合成分を

11て姐定の巷間で触 する如くしていろ｡之に於ては

具色火珊 火砲が他姓する時に兎生する瓦斯を勉逢せ

しめろ為に互漸竣孔があL),之に拭って脚 手放 捗時

の証を無(1るtかこしてあるが.この2Sに各班の欠点

がIe出して封ミろ成れがある.例とは,
(i) 嘩苑m腎は酌の段が腿托してim,lマLがtI悦,

その各級の段のものが吹き飛ばされる他 がもろの

で,必If田甘附荘filはJri初に糾 いこ押入して札の一番

炎に入it.る¢が常道である｡硯ALELT)rl准mfLi瓦斯が

Iuろ為にaLILの奥に… する時は粗 く輔の為に提琴

が他姓すろUHLや,瓦斯の包t蜘 二阻甘さLLて校時辞

が狂 う応LLがあろ｡

(2) 瓦斯挨孔がある21に水のもろitgrでは光かT_-

ろ使JlJに耐乙で,又や特に於ても望iaL易くて不実と

なる屈LLがある｡

(3) 曳色火鞘 火軽への鵜野からの称火性が良好

でなく,現在でも矧 こ地軸果扶OLJ将火環を掛 りしてい

ろカ:,IJq詔火性が完全と云い扱い｡

之等の欠点を除去して何時如何1_-ろも帥JJこも軒乙ろ

為に,斬初男発雷野に衣き班■の研究を行1.,細



姓時野を鼓ttとする脚 訂作をnflして各JWl次坑に

於て粥II)Fthな行った枯Zf浪 好なるzW t_I.収め柑たの

'C之にttて棚やrナろ｡

i2 薪要焦瓦期挽弗t先℡挙の特鞍

捷兵の12菟Tg廿の欠点の船 にIJJr_甘肘こ孔を/あL}ろ

鋪 4)h ･可に脚 を殆んど発生し1=い糊 を

爪巴火野に代えてmいろ事が班 である.Xは時に瓜

火野もgL花の札火tに代ろべき瓦斯発生出 こ集めて少

Tfいものがらntとなるが,Xtに-先取の群発故が析加

すろ現YEの軌qlZこ従って,-W 発の可鮭T=強力1_-ち
Rと火馬と及火8Gtを持たわはならな い｡比l.の見鞄か

ら研究された薪T!投発町管は夫の如き特頓を77-する｡

(り 耶Z2宅百甘lこ放てrtl一時朋として桃

l招 {_/脚tJL,大柄柁a7iL<滑払骨を必単とせ一デ書透

fa弐可WvJ如くBt一打体上りJLl果ていろ｡従って望

i臥 VA*仙 こよろば吉の慾汝等の.'5それがf=く又qL

一世t4.であるからばBFの紗 .Lを益で･もろ｡

(2) 先師竣孔が稚い叫と共に改良された託itを位

JFlして117.からー#ろし(射水性が見好で去る｡

(3) 従来の挑盛JtAl.(火法に代えて塀しい氏火宅を

J'雌 としてL4LMしているから多珊 矧二於けち発火

嘘か Tgろしく11好'C･あると;柑こ,irb皇局器に･けする

肋 肋 :相加さ)していろ｡

(4) ㍍FE電和をL史川する時もruPt氏火11J羅紗 て墳

断言LLろ抑 二粗共に舶 ;発火し不発を圭FrろRlL

が無く,又女汝芯沖を班糊しても不発現缶のJ87Lがな

い●
,3 新型無瓦期段尭t気7管の8I蓮と性能

(L) ti時火称茄

無札加 も畑佼WTr管に仲川ナろ脚%11J火相野として

は.瓜砂.Yに於て析んt'兄姉を花王l=LIJ:いれ LL拓也

脚 補 に桝 で止確fl脚 寺を期し牝Iろ私 刑火ti

Jl好で且つ肌yl性大なろ邦,又貯iR故紙 良好で仕正

にだ化のkい岬 の肺作が棚 でもろ.以J･})嬰求を

iI足せしめろ為に各税の虎令JIl二毛か .て光分TLろta封

を7i･つたM .L=Xの如き娃時茄が巌も適当T=ろものとし

てnnされた｡むらRlと付として近dtlと(yク▲ぬ
02を'･脚 flL.その軸 牧羊の苅筒を牧丘の甜践桝

で和一に持tFして脚 とすると炎に硯力む妨誕力を

身丈る.併して加 圧k-･を湘由し迫蟹の確時御 幸をγl

ろaLこタLH.脚 を近攻の内命にEtL缶したもtr)であ

る｡化の火g7兆は耐火性が凡打でも().払姓迎度が均

-であろと共に,軸 の脱化永劫 'm ヒ■ED訴faiで蕨

化さLL触 な仲枯すもさ柄による21反応拙文改姓の小

なるgT及び 2加02+C-1bCOJ+JhOの如ぐkL宗と

鮒 ヒパIク▲の抑 二は… 反俗がrfbれて他 称

火にFなして宜柄の枇 l止は瑞めて少Rtでもろ｡又杜の

蜂時 茄は姐常の甘火也扱也材料を老けて〝タスJ#博の

如き不活性物72で軒dして脚 火蛾とするから鼓5Z

櫛 より瓦斯を発生+ろ叫も無い｡之を脚 tJLてGZ成
した反発冊 の珪碍桝 は タ甘▲触 りdE合n:5-

叩 .I,鑓用珪時男長 8-aJmn に於て07-も〇番Z)

glを荒し,白山1=U 別封書をrlろ事がp7能でもろ｡

(2) 点火弔及び点火hr

無札条文帆2発甘廿に於て.桝 火噂BE:に夫でZl世

1=ろものはた火野及び触ka柄である｡之にtBしては

(イ)白金宅緒に上ろ発火点資が見好で,且つ各党の

胞 ;少/=ろ■.(℡)少女の使用に拭っても娃時缶

に考する点火ノT):粗大なろ事,(〟)寛火の際には王

府の粟生が少土でiA空のEE力をEtじない7P.(i)賢

港箆1=くW Er'.LW l=ろ事.やの牛枠をJt挿せし

めろalこ持¥tgLRにftる爪火宅B･Gf究L.欄 ､喝

2トモ払)に伐りI抑 艇 された折放火秀をe;JZL

柑たqBlちttのi'i火繁は男雌 合成化合抱f;ト廿ソ

レ′̂ ･t,ン血gLqt奴はJ=ナA,y+/ンffキン▲生)

C'HPZplo.lle)亡を虫常火用として紋別し,之暮こJI
化斗Zとひ鮒 として地qL耕 加ql,脈 ,細 砂等

ち..,iR合したもので,GYW 誠の如き泊uな紡缶用._･･

川い白金怒執 二郎 して瓜火Iiとして伏11け ろもので

ある｡牝のrr.U(I;はL.紀のtM.おJlく油足し白金電雌
に鮒 した良火M抗に蛭川f次の如くLも肝T=PF発信J)

を発拝し似ろ｡

(3) 発火電経とPF発協力

新色火;i:として†Jl川するエーi火at柄は明らかに次式の

約5E:ぜ状式に止して多研 究に於て芹ろしく発火熊J)

が良好であろと炎l二速火花淡に対して地 産が村加し

ている｡むちit;i紙をJP即肘='け芯IA5に放して虻の時

riFlに対すろ発火℡光を汀752日Llf団 】に77:ナ如くにな

ち .

号

泣

C

稚
,叫-



対すろAJnの和合は約56式の4')士35>'に化し.t'.t火‡l:

式はI')土15タiの甲を,vT.し.感腔の収益が･#ろしく小

であろ叩lこ伐り-1王の･L脚 封illLニ放て菅ろしく位ヽ升

発駅外屯軸 をjJたち都と1=ろ.L2発m L=於て上L蛸l

咋柑】が州顎となるのは'-i火三J?見火のもにより常tlb=
跡 乃虫廷斯きitf=い取I)ILZのみであるが,瑞火三

百管のJ脳幹拓JILi締盟mym に比べ浅いti与がもろの

で,LrlTL.im に於ては轄lこ1枚のlR火穎ifのみはtl.(

火王とM苛押入方式を･･件IIJして点伊 与切1_,起点すろ布

に上り,Pi方式の特長をなせて哉ろしく井是正1)を柵

加し柑た又坑内の;基走守護の如くtt鵬 宮津にtBさ
れろ船 は特琴丘よりAl小繋火馳 :大きいQ)で又火

蛙が少 ･ヽ市に1=I).伽 '相加されろ｡又拓馬正佑

苛漆 に句しては終売'Cはヨに7)U.･されろ如く.白重電

即 事閑と発火時日b勘 して鎚には一女ナろに∃亘

ら.発火するめIこ斬捜して'1:iEとf=ろ事カサいが1-た火

王のJ船 はFFl当の充電淡に於ても必 丁鬼火は噂ER二光

TTしまxEに醐 し叩ろ｡交洗馬湖を脚 け ち均令もit:

の点せびに題哩の仁は少'L,Jlな7/rfにはり折方Jtに托し

鮎 な井守GEJjt･,Lm が的ちかである｡-Xに屯7i芯

管Jl火穎fID発火丞姥を-li的に71-.十ぬたカ杭を之等

J=itてXria桃 を判fllして滞起した世はR lに茄ナ
hくである.,

袈 I

rt･火 力 fR (mW一9)

哉大6t か小yF 'J a.

ヰ 野 末 251D M50 】070
新h大束LC 30 30I 043

q]ち之に依れは斬ttL火_i:は的男lこ比し･#ろしく瓜火

-))続が'yであるが,之は肘掛 DArl(kIEIか IL1巧妙yLnに

於て点火J三の発火感度が人である市を7)-,し.又鵬 が

祈るしく川端すろのは約tE;田仲lこ於て芯牌と柵%の凍

世が冊にポ文一で個 の々ばらつきが多く,TEIZ3にfrl耗

弗火粕を附Jrlせしめろ形Jt:の･ユ火玉に放ては妓Ql状況

がJi)-で感虻の穀-が朋せらLLろ桝を茄ナものCあろ

う｡-Xに山鯛 稲は従架の的茄Pl℡に於ては鮮書ユ虹技

班 12士019のものを掛 目していろが,.rrl火1三Bit:

に放てはて引LS長の良矧 こよっ1:光火曜淡頴娃q]ち珊 哉

抵抗ヨl)qrA(発火･tネルギーの受けろ彰管は符らしく

少でもl).従って上L)総力中電鮎 を以て光分妊lETr

ろ碓火遁資を月がき出来る為,fr邪E2免田℡J)尾椎はほ

々のEET-を投合して11もiS当と見放される中側

07クのものをEがuした｡従ってl捕 発別姓に於て

もその牧 技は任紫に此 し相当少とIrり,JLつFJJfa

淫に考してより火なる電淡を迫冶せしめ7gちLL,硬は

又升発4g政を相加し得て半しく1l'利 と1j:ろものであ

るQ実Elに阿えは島野F3日0定PI突破3を以て井Seす

ろ｡取分托:掟の綿実式旬常の範火井附 放心牧 20-30
個にIt.し.軌 lt火三l三式段Iきm町に於ては 40-60側と

i'.JZRの敦Ly-む元一していろ｡
(i)tF 水 性

鮎 斯L2楚甘甘の‡と大の枯73の一つとして■けら妨弧

性を執 fたが上はUJ拙 坤芳並びに.I.'た火茄LD†eJlk

輸 Ltf恥こ上ろ布のみでなく,は さに旺兼の拭頚牡の

代りに楳屯玖1二才棚 5E安._/紡合せしめたfI正引 き

つ艦 基睦1_/鯛 したJVJニ拭っても改鬼子iLJL EDち

太だl･S果以上にiZ諌した申告7)桝 柵 T･桝 ま.

糊 の珂入力を才TL,相当の雑 件に於ても光分TL

ろ鑓nl二村たるものとEおれる｡

(5) Ifン引火拙

攻TEの加持1こ上川 ･'..lm nJタン洪ia.-.Irシi*壁

95''に於て :CO実中n 兄以 JV)何 1火中を11て合格

としていろ｡本招薙m廿はrJL糾 lJ_,111て奇相
の拭Saに余持してt･ろが一Jrン父Jaに於では lCOl_I

の不引火巾を/-T=し,軒 Lq常田廿が謀るしく甘全政人

なる巾を拙 した｡

(6) 戦野妓Ti鼓せ空EE

新羽J2宅m Lt較鼓rfl硯は仕Fl伸 l二都立中の./l火王

が脚 等1/豆■ナて馳せされろ和 Lは殆んとT=い｡

昏格なる在勤鵜 ,並75に九州.北右近LHK叫生温拭

汝の鵬 も何等のn恥 =沈められなかつ払 3dC旭の

求抜'k全姓=.潜るしく高く,廿胴 洗口廿の埠合とLJ

性のIL臥 ･により充分安全に&t坑汰山Lこ於.すら-JSIfかこ

耐えはるものと考えられる｡

i4 実用拭金成gE

以 Lの如き27!他姓をイげろ新楓 亡Wr没確riyLTmで

を伏目して,JIR和 24年 'OJ】以持各地の淡Rliぴa2

JI鞍山に於て'iCM試段を刺 Lしたが.何LLに於ても-P

いに良好なろ鈷加を71､十鞘をLLJll 以下そのLW に比

で謁柵 に轍iLけ ろ.

(り uJFL5㈹ 吐乗断 窮 3音1Jl

執例{イタでイlを他日は邪として川 ound小･旭

光の升確を 1枚に分けて且Ii網目05a桝発的XrLu州

して実地,桃EI!は投他用軟4DWr'LILも恭lll=分LLて

完促し成JZZJW であった｡

(2) 三#虻山三池蔽 駅 三川崩:

特別Ii'jVr崩ダイを伏川梯紫として IRoLLnd3l～

325lの脚 男を<rlにかナIZerctileSSD光琳党政

巻を肘 nして瑞 何れも希.Tlに分LLて完はし見好の成

eEを打た.

(3二 E]衣追Zt荻菜折 軒3｣捉堅炭

白梅Tイを能FtJL IRotlm172-76発を,i.rl.二分

け兼･gtL,之を安汝Ⅶ 5cc〉cles約 3aOVt山書1_,

用いて升発した払里.何れも嘘鋲良好で,議*里坑で



7F勾辞札束15汎 2時ml内外のilal約定であったが,

監款2225古希L2に駒fIに分れて=jaSuIJl=｡
(i) gJ浜許栗 山 炭坑

珊 TイなL史JIJL zRoundlふ一一ZL'発を 5T2に分

けて糊 ,之を川rTh!505E桝発破287こより井男した

鰍 三何れも各位力胡尾に完世LTi好f=m を牧IEJlll
た｡鍬 の拭投は(-ンカタ11法により蛾 した｡

(5) 明治再悪 性ft洪以:

斬朋rイをEtl川LJRoundl7党の舛確4故を5段

に分けて舶･nL,之''Y文法 SOC)clt32COVolLSで井

果した掛 ,IpJLLも完儲した｡
(6) 三TF故山剛 llA果断郡 t坑

斬掛ダイをtkJIJは茄として ZRout･d7-]6党の升

発4政._,5J2発にて川口出 50実桝発屯Zlにて外光,

取結に各E3が別1ぼ鎖し良好な脚 ･-1{収めた｡

(7) gJ治郎 平山脚

功ダイ及びもみぢ触 1イナ▼イトを班川LIJh

Llnd】4発'f5tlに分け,之をL搾!印 10究桝で井党

(8) 火中仏罰 生野W l及yJ蛸r果折

俳′イナーイト及びp-ylトをbLITIJL.]RotlZld

)0-)7狩のメーンカ'トj曳他党的及び探ヒ4E奴を生

としてSL支別にaygE.J35:.qJl0推群発鉄琴を仕目し

舛発した抜取 令阿共和 に512に分LL完漉し7回Z)

RiBの捻R何れもJW なるEW を攻め791こ｡

85 括 播

1丸L伯l糾こ斬楓 上期伐罷q;統tTl廿の必卑なる粗 h

及びその性距Yにつきi&ベ,縫l)に希,如i恥山に於け

ろy!棚 にせれたが,封 T-ろに4絹;A着用に於て,

it足に(掛 ほれ!'Jろものをfm!uリたqfと思う｡頼

光訂官は払 こ布地.の出4山で多血に(4',‡ほ れるに至っ

てしろが,J}腔 にその研蜘 Lこ対して-Jfの労力

を31いたい｡

抵I)に木杯･*にrqL位銃刑肺が11を払ったE3野放蛙

酔 l二並L=火存分の実他紙Bをylj&して折した大Rrb.逮

氏llL<XJBOr党にtaJ)せられた神文rT三.西幹事丑,

した糊 に5.T2にBILL完膚し良好成ttLr牧めた｡ 才了Hq芙≡氏に iゝuyく患Iu丑します.
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